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９月議会は、1日から１４日までの１４日間の会期で開催しました。
決算の審査では、特別会計を含む８つの会計の決算を認定しました。
このうち一般会計は、前年度から続く新型コロナウイルス感染症対策
関連事業などにより、収入・支出額ともに過去２番目に予算規模の大
きかった前年度を上回りました。

町
の
お
金
は

　
　

ど
う
使
わ
れ
た
？

収入合計　98億 6126 万円

支出合計　94億 3710 万円

一 般 会 計

町債
10 億 1248 万円

11％

県支出金
7 億 1142 万円

7％

国庫支出金
13 億 9672 万円

15％

地方交付税
33 億 1734 万円

36％

その他
5 億 4039 万円

6％

繰越金
4 億 5519 万円

5％

寄付金
2 億 7473 万円

3％
町税

15 億 9804 万円
17％

災害復旧費
493万円
0％

消防費
3億 3478 万円

4％

商工費
1億 3715 万円

1％

労働費
771万円
0％

議会費
8225 万円
1％

公債費
借り入れの返済金です。 総務費

若宮コミュニティセンターがテ
レワークセンターとして整備さ
れるなどしました。

民生費
医療や介護、子育てなど
福祉に使うお金です。非
課税世帯や子育て世帯へ
の臨時給付金などに使わ
れました。

農林水産費
米価下落により経営が圧迫さ
れた稲作農家への支援などが
行われました。

土木費
冬期間の除雪や、橋
の改修、河川の整備
などに使われました。

教育費
遺跡の発掘調査など
が行われました。

町民税、固定資産税、軽自動車
税など、みなさんが町に納めて
いる税金です。

自治体の規模や人口
に応じて国から交付
されるお金です。

衛生費
ごみ・し尿の処理や予防接種など
に使うお金です。
新型コロナウイルス感染症ワクチ
ン接種事業などにも使われました。

21億1299万円
（22％）

21億7291万円
（23％）

14億5523万円
（15％）

5億
3203万円
（６％）

7億6328 万円
（8％）

7億5104万円
（8％）

10億8279万円
（12％）
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収　　入 支　　出 差  引  残
一般会計 98 億 6126 万 166 円 94 億 3710 万 2227 円 4 億 2415 万 7939 円

特
別
会
計

国民健康保険 18 億 113 万 4084 円 17 億 3617 万 8298 円 6495 万 5786 円
介護保険 22 億 7828 万 7544 円 21 億 8473 万 3718 円 9355 万 3826 円
後期高齢者医療 1 億 8577 万 474 円 1 億 8565 万 4064 円 11 万 6410 円
下水道事業 4 億 4629 万 8269 円 4 億 4629 万 8269 円 0 円
坂下東第一地区土地区画整理事業 2 億 1619 万 6988 円 2 億 1619 万 6988 円 0 円
農業集落排水事業 6635 万 7765 円 6635 万 7765 円 0 円

水道
事業

収益的収支 5 億 1961 万 7266 円 4 億 7414 万 9246 円 4546 万 8020 円
資本的収支 4193 万 1200 円 1 億 3186 万 1890 円 ▲ 8993 万 690 円（※）

≪会計別の決算≫

財政を見る
４つのポイント

ふるさと
納税
大きく①財政力指数 ０．３７

　（昨年　０．３８）
予算のうち、どのくらいを自前の税収で賄

えているかを表します。
この指数が高いほど財政力が高いことを示

しています。

②経常収支比率 ８３．２
　（昨年　８５．６）
人件費など毎年かかる固定費の割合。数値

が低いほど政策的に使えるお金が多いことに
なります。

③実質公債費率 １１．０
　（昨年　１２．２）
一般会計が負担する借金返済費用の割合。

数値が高いほどほかの事業にあてる財源を圧
迫することになります。

④将来負担比率 ４９．１
　（昨年　６４．５）
将来支払っていく可能性のある負担額等の現

時点での残高の割合。数値が高いほど今後の財
政を圧迫する可能性が高い事になります。

税制を通じてふるさとへ貢献する仕組みづくりを
目的に創設されました。

会津坂下町では、インターネットでの受付や返礼
品の充実などで寄附が大きく伸び、３年度は 2 億
6263 万 7 千円となりました。

※不足額は消費税や留保資金等で補てんしているため、会計全体としては黒字とみなします。

寄附金のうち、インターネット委託や返礼品に約 46％
を支出しています。残りの 54％を寄附の趣旨に添って事
業の一部に充当したり、基金に積み立てたりしています。

UP!

返礼品・送料
9002万5248万円

事業に充当
基金に積み立て

インターネット委託料等
3039 万 445 円

令和３年度の使い道は？

寄附額の推移は？

0

5

10

15

20

25

30

2,963万 3,257万 4,843万

2億6,264万
（6,488 件）

H30億円 R1 R2 R3
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一 般 会 計

決算特別委員会を開
き、令和３年度の事業
を審査しました。

使われ方を
チェック

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

Q
　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
が
大

き
く
増
加
し
て
い
る
。
貢
献
企
業
へ

の
感
謝
の
意
思
表
示
を
し
て
い
る
か
。

A
　
物
産
振
興
、
売
り
上
げ
の
増

に
貢
献
で
き
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
特
に
貢
献
を
い
た

だ
い
た
企
業
へ
は
特
別
に
感
謝
状

を
送
り
ま
し
た
。

Q
　
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
経
費

は
ど
の
く
ら
い
か
。

A　

納
税
額
約
２
億
６
千
万
円

の
う
ち
返
礼
品
に
３
割
、
そ
の

他
経
費
を
合
わ
せ
る
と
46
％
の

１
億
２
千
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

決
め
ら
れ
た
50
％
以
内
に
収
ま
っ

て
い
ま
す
。

仲
介
手
数
料
は
必
要
か

Q
　
公
有
地
売
却
に
仲
介
手
数
料
を
支

払
う
必
要
が
あ
る
の
か
。

A　

売
却
が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
か
っ

た
の
で
、
仲
介
し
て
も
ら
う
方
法
に
変
更

し
た
た
め
、
支
払
い
が
発
生
し
ま
し
た
。

資
源
ご
み
の
状
況
は

Q
　
資
源
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
る
も
の

は
ど
う
い
う
も
の
が
多
い
の
か
。

A　

紙
類
が
最
も
多
く
、
次
に
ア
ル

ミ
・
ス
チ
ー
ル
等
の
缶
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

納
税
組
合
の
必
要
性
は

Q
　
納
税
組
合
の
必
要
性
と
そ
の
費
用

対
効
果
は
。
ま
た
報
奨
金
に
対
す
る
公

平
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

A　

現
在
34
組
合
あ
り
ま
す
。
費
用

対
効
果
が
金
額
だ
け
で
は
測
れ
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
納
税
組
合
の
活
動
は

様
々
で
あ
り
、
不
公
平
と
は
捉
え
て
お

り
ま
せ
ん
。

放
射
性
物
質
の
測
定
は

Q
　
環
境
放
射
性
物
質
の
測
定
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

A　

食
品
に
関
し
て
は
県
に
委
託
し
て

お
り
、
３
～
４
日
で
結
果
が
出
て
き
ま

す
。
環
境
放
射
性
物
質
の
測
定
は
中
央

公
民
館
を
は
じ
め
、
町
内
各
施
設
で
計

測
し
て
い
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
の

ゴ
ミ
回
収
事
業
の
現
状
は

Q
　
一
人
暮
ら
し
の
ゴ
ミ
回
収
事
業
の

対
象
人
数
は
。

A
　
非
課
税
世
帯
の
32
名
が
現
在
登
録

し
て
い
ま
す
。
桜
の
家
に
委
託
を
し
て

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

道
路
の
整
備
率
は

Q
　
道
路
の
修
繕
整
備
等
が
31
か
所
な

さ
れ
た
が
必
要
箇
所
・
要
望
箇
所
か
ら

の
整
備
率
は
。

A　

毎
年
要
望
が
あ
り
、
全
地
区
ま
ん

べ
ん
な
く
、
危
険
性
等
を
見
な
が
ら
対

応
し
て
い
ま
す
が
、
修
繕
で
き
て
い
る

箇
所
は
、
概
ね
20
％
で
あ
り
整
備
率
は

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
運
営
委
員
会
の
状
況
は

Q
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
、
学
校

運
営
協
議
会
の
状
況
は
。

A　

令
和
３
年
度
に
本
格
的
に
始
ま

り
、
３
回
開
催
し
ま
し
た
。
令
和
４
年

度
は
回
数
を
増
や
し
な
が
ら
、
メ
デ
ィ

ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
な
ど
、
具

体
的
な
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

防
雪
柵
の
常
設
化
は

Q
　
防
雪
柵
は
常
設
の
恒
久
柵
へ
の
切

り
替
え
が
経
済
的
だ
と
思
う
が
、
計
画

は
あ
る
の
か
。

A　

理
解
は
し
て
お
り
ま
す
。
場
所
に

も
よ
り
ま
す
が
、
現
在
は
具
体
的
な
計

画
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
現
予
算
で
は

難
し
い
で
す
が
、
現
状
を
確
認
し
て
い

き
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
と
は

Q
　「
お
げ
ん
き
で
す
か
赤
ち
ゃ
ん
訪

問
」
の
内
容
は
。

A　

保
健
師
が
産
ま
れ
た
子
ど
も
全
員

を
訪
問
し
、
身
体
測
定
や
育
児
相
談
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
そ
れ

ぞ
れ
の
要
望
に
よ
り
、
ホ
ー
ム
ス
タ
ー

ト
や
、
保
育
所
へ
の
入
所
な
ど
、
子
ど

も
課
と
連
携
し
支
援
し
て
い
ま
す
。
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特 別 会 計
【
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
】

Q　
外
国
人
労
働
者
は
国
保
に

加
入
す
る
の
か

A　
仕
事
を
し
て
い
れ
ば
社
会

保
険
に
加
入
し
ま
す
が
、
転
入
後

に
派
遣
会
社
に
所
属
す
る
た
め
、

タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
り
、
そ
の
間
は

国
保
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
国
保
税
に
関
し
て
は
、
派
遣

会
社
に
徴
収
を
お
願
い
す
る
な
ど

し
て
い
ま
す
。

【
介
護
保
険
特
別
会
計
】

Q　
住
宅
改
修
と
は
ど
れ
く
ら

い
あ
る
の
か

A　
要
介
護
に
認
定
さ
れ
た
方

へ
の
手
す
り
の
設
置
や
段
差
解
消

な
ど
の
改
修
費
補
助
で
す
。
上
限

20
万
円
で
34
件
の
補
助
と
な
り
ま

し
た
。

議
会
の
決
算
特
別
委

員
会
に
お
い
て
は
多
く
の

質
疑
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
は
、
全
て

の
会
計
の
決
算
を
賛
成
多

数
で
認
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
互
い
に
闊

達
な
議
論
を
重
ね
続
け

て
、
擦
れ
違
い
や
誤
解
の

無
い
建
設
的
な
議
論
が
で

き
、
と
も
に
町
民
の
付
託

に
応
え
ら
れ
ま
す
よ
う
願

う
も
の
で
す
。

決算特別委員会より

【
下
水
道
事
業
特
別
会
計
】

Q　
前
納
割
引
の
制
度
を
残
す
意
味
は
。

A　
下
水
道
へ
の
接
続
率
を
上
げ
る
た

め
に
も
有
意
義
な
制
度
と
考
え
て
い
ま

す
。

Q　
下
水
道
に
接
続
し
て
い
な
い
人
は

ど
の
く
ら
い
い
る
の
か

A　
令
和
３
年
度
末
で
22
％
が
未
接
続

と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
坂
下
東
第
一
地
区
土
地
区
画

整
理
業
特
別
会
計
】

Q　
歳
出
規
模
が
毎
年
こ
の
程
度
で
い

く
と
、
完
了
は
い
つ
頃
か
。

A　
進
捗
率
は
、
事
業
費
ベ
ー
ス
で

69.

16
％
で
あ
り
、
20
年
以
上
か
か
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

Q　
国
へ
は
事
業
の
完
了
時
期
を
、
い

つ
と
申
請
し
て
い
る
の
か
。

A　
現
計
画
は
令
和
６
年
完
了
と
し
て

い
ま
す
。
そ
の
時
点
で
10
年
間
の
延
長
計

画
を
申
請
し
ま
す
。

【
水
道
事
業
会
計
】

Q　
有
収
率
が
10
年
前
と
比
較
す
る
と
、

こ
こ
３
年
間
は
８
～
10
％
落
ち
て
い
る
原

因
は
。

A　
水
道
管
の
老
朽
化
に
よ
る
漏
水
が

原
因
で
す
。
計
画
的
に
入
れ
替
え
を
し
て

い
く
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　
漏
水
老
朽
管
は
地
区
別
に
ど
こ
の

地
区
が
多
い
の
か
。

A　
旧
坂
下
町
内
が
大
半
と
な
っ
て
い

ま
す
。

決算特別委員会の様子


